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研究成果の概要（和文）：本研究ではまず、構造方程式モデリング (SEM) を用いてSDTの検証をおこなった
Agawa & Takeuchi (2016) の研究に質的アプローチを加えた。具体的には、日本の大学で英語を学習する大学生
に面接調査を実施し、心的欲求と動機づけの因果関係を深く掘り下げて検討した。この結果に基づき、日本人大
学生英語学習者の動機づけを測定する質問紙を開発し、質問紙の妥当性、信頼性の検討をおこなった。
最後に、SDTに基づいて日本人大学生英語学習者の動機づけを高めるための教育的介入を実施した。介入の効果
を開発した質問紙で測定し、その結果を報告した。

研究成果の概要（英文）：This research project, based on SDT, achieved three major goals. First, it 
used an interview study to investigate Agawa and Takeuchi’s (2016) results further, which 
quantitatively examined the validity evidence of SDT in the Japanese EFL context. Second, based on 
the interview study, a new questionnaire was developed to measure Japanese university students’ L2 
motivation. Some evidence of the new instrument’s validity and reliability was presented. Third, a 
pedagogical intervention based on SDT was implemented in an EFL course at a Japanese university, and
 its effectiveness was measured using the newly developed questionnaire. The results of this project
 show that (a) SDT is applicable in the Japanese EFL setting, (b) pedagogical interventions based on
 SDT are effective for improving Japanese university learners’ L2 motivation, and (c) the newly 
developed questionnaire is sensitive to measuring changes in Japanese university learners’ L2 
motivation.

研究分野：外国語学習者の動機づけ

キーワード： L2 動機づけ　自己決定理論　教育的介入　SEM　面接調査　質問紙調査
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 背景 
外国語学習を含むあらゆる学習場面にお
いて、学習者のやる気 (動機づけ) の重要性
は、繰り返し強調されてきている (e.g. Ellis, 
1994; Dörnyei, 1994, 2001; 白井, 2004)。
1980年台に Gardnerらが提示した社会教育
モデル (socio-educational model) は、長年
にわたって外国語学習の動機づけ研究の核
となった (e.g., Gardner, 1985; Lalonde & 
Gardner, 1984)。1990年台に入ってからは教
育心理学の諸理論に目が向けられるように
なり、自己決定理論  (self-determination 
theory: SDT) に基づいた外国語学習者の動
機づけ研究が多く発表されるようになった 
(e.g., 林, 2011; 廣森, 2006; Noels, Pelletier, 
Clément, & Vallerand, 2000; Ootoshi & 
Heffernan, 2011; 田中 2013)。 

SDTによると、人には生来「自律性」、「有
能性」、「関係性」への心的欲求が備わってお
り、これらが満たされると内発的動機づけが
高まるとされている (e.g., Deci & Ryan, 
1985: 2000; 2002)。 
 

 
しかしながら、上記心的欲求のうち「自律
性」への欲求が「生得的に備わっている」と
いう仮定は西洋的発想だとして疑問視する
声がある。例えば、アングロサクソン系アメ
リカ人小学生とアジア系アメリカ人小学生
を対象とした Iyengar and Lepper (1999) の
研究で、アングロサクソン系の子どもは、学
習の内容を自分で選択した時に最も内発的
動機づけが高まったが、アジア系の子どもは、
信頼できる権威を持った他者 (母親) が学習
内容を選択した時のほうが、内発的動機づけ
が高かったことが示された。 Spratt, 
Humphrey and Chan (2002) は、授業外自
律学習に取り組む中国人大学生508人に質問
紙と面接による調査を行い、彼らの自律の度
合いと動機づけの関連を探った。その結果、
彼らに自律的に行動する機会を与えること
で動機が高まるのではなく、高い動機づけに
よって自律性が出現している可能性が示さ
れた。 
日本では、伊藤 (2004) が都内の国立大学
の学生に対し、勉強やスポーツといった達成
行動について「自分のため」「他人のため」
という動機を持つ理由を自由記述式の質問

紙で調査した結果、他者志向的動機が達成行
動を動機づける働きがあると示された。この
理由として伊藤は、日本は欧米と違って自己
の概念が曖昧であり、他者との関係によって
規定されるものだからでないかとしている。
心理学的な日米比較研究の第一人者である
東も、動機づけの文化差を指摘している。彼
は日米の意欲構造の違いを「受容的勤勉性」
対「自主指向性」だとし、日本人にとって「他
人のため」という達成目標は積極的価値があ
り、日本人の動機づけの一要因になっている
と主張する(東, 1994)。 

 
(2) 日本の EFL環境における先行研究 
日本の外国語（英語）学習環境で SDT の
検証を試みた研究の中には、自律性が学習者
の内発的動機づけに影響を及ぼさないとい
う結果を得たものもがある (Agawa, 2013; 
Otoshi & Heffernan, 2011)。Agawaでは、
首都圏の私立大学に通う317名の英語学習者
に質問紙調査を実施し、彼らの動機づけに大
きく貢献しているのは有能性と関係性への
欲求充足だとの結果を得た一方で、自律性に
ついては、内発的動機づけに対するプラスの
影響が認められなかった。すなわち日本の大
学生は、英語の授業で自由裁量を与えられて
も、英語学習への内発的動機づけが高まるこ
とはないとの結果を得たのである。このこと
から Agawaは、アジア文化圏と SDTが構築
された文化圏では、自律性に対する捉え方が
異なる可能性があるとした。 

SDTが日本の EFL環境に応用できるかを
検討する際、構造方程式モデリング 
(Structural Equation Modeling: SEM) を用
いて SDT に日本の英語学習者の動機づけに
関するデータを当てはめて検討する方法が
ある。この手法をとった先行研究が幾つか発
表されているが、その適合度は決して良くな
いか (e.g., 廣森, 2006) 、モデルの修正の必
要性を示唆する結果 (e.g., Agawa, 2013, in 
preparation; Otoshi & Heffernan, 2011) と
なっている。 
 
２．研究の目的 
 研究開始当初の背景で述べたように、SDT
を日本の EFL 環境に当てはめて考えるにあ
たって、幾つかの課題が存在することが示さ
れていた。そこで、本研究では以下の２点を
明らかにすることを目的とした： 
 
a) Agawa (2013) の研究に質的アプローチに
よる検証を加えて、自律性への欲求と動機づ
けの関係の詳細を示し、日本の EFL 環境に
おいて SDTを量・質両面から検討する。 
 
b) 日本の大学生英語学習者の動機づけ構造
をよりよく説明できる SDT の修正モデルを
提案する。 
 
３．研究の方法 

 

行動 (behavior)
最も非自己決定的

(nonself-
determined)

最も自己決定的
(self-determined)

動機づけのタイプ
(type of

motivation)

無動機
(amotivation)

内発的動機づけ
(intrinsic

motivation)

調整段階 (type
of regulation)

調整なし (non-
regulation)

外的調整
(external

regulation)

取り入れ的調整
(introjected
regulation)

同一視的調整
(identified
regulation)

内発的調整
(intrinsic

regulation)

認知された因果律
の所在

(perceived locus
of causality)

非自己的
(impersonal)

外的 (external) 内的 (internal)

自己決定の段階 (Deci & Ryan, 2000; 2002より一部改訂) (日本語訳は廣森 (2006), 上淵（2004), 八島 (2004) を参考）

自己決定理論  （self-determination theory: SDT)

外発的動機づけ　(external motivation)



本研究では当初、研究目的のセクションで述
べた a), b) の目的を達成するために開始さ
れた。研究の進捗とともに研究デザインと目
的を修正しながら、以下のような方法で研究
を行った： 
 
i) 面接調査によって、SDT の 3 欲求と動機
づけの関係を質的に調査した。参加者は、18
名の日本人大学生英語学習者とした。参加者
の詳細を表 1に示す。 
 

 
ii) 面接調査の結果をうけ、日本人大学生の
英語学習者の動機づけを測定する質問紙を
新たに開発し、その妥当性、信頼性の検証を
おこなった。内容妥当性については英語教育
の専門家と共同して検討をおこなった。構成
概 念 妥 当 性 と 信 頼 性 に つ い て は 、
Confirmatory Factor Analysis (CFA) 、内的
一貫性の検討を用いた。さらに、ならびに
SEM を用いて、SDT が日本の EFL 学習者
の動機づけを説明できるかを検討した。 

CFAと SEMのために質問紙に回答しても
らった参加者の内訳は表 2の通り。 
 

 
iii) SDTにもとづいて教育的介入をデザイン
し、日本の大学の EFL クラスで実際に介入
を行った。介入グループ (TG, 24 名)の他に
コントラストグループ (CG, 23 名)を設け、
これら 2グループを比較した。 
 

iv) 教育介入の効果を、ii) で開発した質問紙
ならびに質的方法で測定し、その結果を
ANOVAによって分析した。 
 
４．研究成果 
 
i) 面接調査によって、以下のような結果が示
された。 
まず、英語を学習している日本の大学生の
動機づけに有能性への欲求充足が大きく影響
していることが再確認された。 
関係性については、関係性への欲求充足で
プラスに影響する場合と影響自体ない場合が
あることが示された。また、クラスメートだ
けでなく、教師との関係性の充足が重要であ
ることが示された。 
自律性への欲求充足に関しては、プラス、
マイナス、どちらでもない学習者がみられ、
一貫した傾向はみられなかった。さらに、調
査で得られたデータを精査したところ、「自
律性への欲求が満たされる」とは、choiceを
与えられることとは限らないことが明らかに
なった。 
これらの結果をふまえ、日本人大学生EFL
学習者の動機づけを測定する質問紙を、新た
に開発する必要があるとの結論にいたった。 
 
ii) 質問紙開発は Dörnyei, Z. (2003)にもとづ
いて、構成要素の定義確認、項目プール、項
目の絞り込み、英語教育専門家との共同した
内容妥当性の確認、予備調査、本調査の手順
で行った。このようにして開発された質問紙
は、さらに細かい修正を加えたのち、CFA,
信頼係数 αの算出によって、質問紙の妥当性、
信頼性を示すことができたとともに、SEMに
よって、SDTが日本の EFL環境に応用でき
ることを示すことができた。 
 
iii) SDTにもとづいて教育的介入をデザイン
した。EFL環境において自律性、有能性、関
係性への欲求が充足されるよう、協同的学習
を用いる(Crandall, 1999; Johnson, Johnson, 
& Taylor, 1993; Nichols & Miller, 1994)、タ
スクやアクティビティを行う理由やその価
値を説明する(Reeve, 1996;  Reeve & Jang, 
2006)、振り返りシートやポートフォリオを
使用する(Murphey & Jacobs, 2000) などの
工夫をおこなった。 
 
iv) iii)でデザインした教育介入は 9カ月間に
渡って TG 24名の EFLクラスに使用され、
教育介入前後における英語学習動機づけの
変化を測定するとともに、CG 23名との比較
もおこなった。 
 その結果、TGにおいては自律性、有能性、
関係性への欲求充足が進むと共に、自己決定
どの高い動機づけが高まったところが示さ
れた。一方、CG については欲求充足ならび
に動機づけについて、有意な変化がみられな
かった。 

表 1.
Participants' Characteristics and Their Codes

Motivation University A University B University C

AH (m) BH (m) CH (f)

AH (f) BH (f) CH (m)

AM (m) BM1 (m) CM1 (f) 

AM (f) BM2 (m) CM2 (f)

AL (m) BL (m) CL (m)

AL (f) BL (f) CL (f)

High 

Moderate 

Low 

Participant Code

Note:  A = University A; B = University B; C = University C; H = highly motivated;
M = moderately motivated; L = little motivated; m = male; f = female.

表 2

Participants to the CFA Study
Level (Hensachi ) of

University N

High (63-) 71

23

57

104

Middle (51-62) 41

63

32

Low ( - 50) 41

12

444

Department

Note. Hensachi =  A scale that gives a measure of the difficulty for entering a university. It
is an indicator that shows a university's position among others; the 50 of Hensachi means
average; above 50 means higher than average; and below 50 means lower than average.
Hensachi has been most commonly used for university ranking in Japan. The Hensachi
values for this table were taken from Benesse® Manavision: http://manabi.benesse.ne.jp/.

Science and Engineering

Agriculture

Nursing

Economics

Literature

Sports Science

Information Technology

Literature

Total

Medicine
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